
▲昼間に群れを作って海を越えて渡るヒヨドリ 

鳥はなぜ渡りをするのでしょうか？ この疑問にはまだ完全に答

えることはできませんが、要因の一つは食べ物をめぐる問題で

す。たとえば、北日本で繁殖するヒヨドリは、冬になると餌の

昆虫や果実が得られなくなるため、より南方へ渡りを行います。

鳥は、生き延びて子孫を残すために、よりよい環境を求めて移

動を行うのです。 



渡りの区分 
  大きく分けて、夏に繁殖のために

やってくる種を夏鳥、冬に越冬のた

めにやってくる種を冬鳥、通過して

いくだけの種を旅鳥と言います。 

 

「渡り鳥」と聞くと、決まったすみ

かを持たずに放浪している、という

イメージを持つ人も多いかもしれま

せん。実際には、渡り鳥の多くは、

越冬地と繁殖地を規則正しいスケ

ジュールで往復する長距離通勤者な

のです。 

てがたんコースの鳥の渡り 

鳥の渡りを調べる方法 
  

▲ヤマシギの脚に装着した足環。 
 刻まれた番号によって個体識別 
 することで、渡りの経路の解明 
 につながります。 

▲ジオロケータ（矢印）を装着された 
 ブッポウソウ。近年は中型～小型の 
 鳥でもこうした機器をつけられる 
 ようになりました。 

 日本では1920年代から鳥に足環を付ける標識調査が行われ、さま

ざまな鳥の渡り経路が分かってきました。現在でも継続して行われ、

年代による変化が記録され続けています。一方、近年の技術開発に

より、鳥そのものに記録計をとりつけてデータを記録・発信する機

器が取り付け可能になってきました。こうした進歩により、渡るタ

イミングや渡りの中継地にどのくらい留まるかなどの情報も得られ

るようになってきています。 
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▲日本で放されたツバメの渡り先 

▲日本のオナガガモの渡り先 

▲国内でのモズの移動 

ツバメ 夏鳥 
4月ごろやってきて、9月ごろ 
東南アジアへ渡り去る 
 

オナガガモ 冬鳥 
10月ごろやってきて、3月ごろ 
ロシアの繁殖地へ渡り去る 
 

モズ 9月ごろやってきて、翌
年春に同所で繁殖、そのあと高
い標高の場所に移動する 

冬鳥 

夏鳥 

旅鳥 


